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三洋化成工業株式会社

１．経営成績

（１）連結売上高は、需要の回復による販売数量の増加にも恵まれ、前年度比１４％増の１,３６０億円と過

　　　去最高を記録しました。（従来の最高は２００７年度の１,３５２億円）

（２）連結経常利益は､上記の数量効果＋２２億円と製品・原料価格バランスの改善＋１０億円等により､前

　　　年度比７５％増の１０５億円となりました。（従来の最高は１９９９年度の１０８億円）

（３）３月の東日本大震災に関連する、当社鹿島工場の設備復旧費用等４億円を、｢特別損失｣として計上しま

　　　した。鹿島工場は、３月中に設備の修復と安全点検を終え、４月初めより操業を再開しています。

２．分野別連結売上高

３．分野別連結営業利益

２０１０年度 決算の概要

　　　　　（単位：億円）

２００９年度 ２０１０年度 伸び率(%） ２００９年度 ２０１０年度 伸び率(%）

売 上 高 １,１９２ １,３６０ 　　１４ ８３５ ９３７ １２

営業利益 ６１ ９６ ５６ ３１ ４１ ３２

経常利益 ６０ １０５ ７５ ４６ ６２ ３５

当期純利益 ２５ ５２ １０５ ２８ ４１ ４５

連　結 単　体

（単位：億円）

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%) 増減 伸び率(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ４４２ ３７ ４９５ ３６ ５３ １２

石油・輸送機産業関連 ２６６ ２２ ３０５ ２３ ３９ １５

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 １５６ １３ １８１ １３ ２５ １７

情報・電気電子産業関連 １８５ １６ ２１７ １６ ３２ １８

環境・住設産業関連他 １４３ １２ １６２ １２ １９ １３

合　　　　計 １，１９２ １００ １，３６０ １００ １６８ １４

２００９年度 ２０１０年度 前年度比

（単位：億円）

前年度比

増減

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ３４ ５３ １９

石油・輸送機産業関連 ３ ６ ３

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 １４ ２０ ６

情報・電気電子産業関連 １３ １７ ４

環境・住設産業関連他 △　３ △　０ ３

合　　　　計 ６１ ９６ ３５

２００９年度 ２０１０年度

－１－



４．連結営業利益の増減分析（前年度比）

  (単位：億円)

５．配当の状況

６．２０１１年度業績予想

<業績予想の前提条件> 　為替レート：80円/＄、国産ナフサ価格：５万３千円/KL

７．トピックス

（１）社長交代について

　　２月２８日の取締役会で､当社の社長交代（６月１７日予定）を内定し､公表しました。

　　　　　 　（新役職名）        （現役職名）　　　 （氏 名）

　　　　　　取締役会長　　　　 代表取締役社長　　　 家永 昌明
　　　　　　　兼執行役員社長

　　　　　　代表取締役社長 　　取締役　　　　　　　 安藤 孝夫
　　　　　　兼執行役員社長 　　兼専務執行役員

（２）第８次中期経営計画（２０１１～２０１４年度）

　　”Challenge 2000 ＆ 200 ”をスローガンに、２０１４年度までに連結売上高２,０００億
　　円以上､営業利益２００億円以上､ＲＯＡ（総資産営業利益率）１２％以上を達成する計画。
　　６月１３日にＴＤｎｅｔやＨＰで公表する予定です。震災の影響次第で数値目標の一部を修正す
　　る可能性があります。

以　　上

配当性向

中間期末 期末 年間 （連結）

　円 銭 　円 銭 　円 銭 ％

２００９年度 5.50 7.50 13.00 56.4

２０１０年度 7.50 7.50 15.00 31.8

２０１１年度

（予想）
28.0

１株当たり配当金

7.50 7.50 15.00

　　　　　　　（単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

１,４００ ８６　 ９６　 ５９　

（　　２．９％） （△１０．６％） （△　８．８％） （　１３．３％）

９２０ ４１　 ６０　 ４２　

（△　１．８％） （△　１．０％） （△　３．２％） （　　３．２％）

　（　）内は前年度比増減率
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